様式第２号（第３条関係）

誓約書　　　

年　　月　　日
兵庫県知事　　　様

申請者　住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　）　　　－　　　　　番
電子メール　　　　　　　　　　　　　
申請者は､住宅改修事業の適正化に関する条例第６条第１項各号に該当しないこと及び同条例第13条各項に規定する事項を遵守することを誓約します。
	住宅改修事業の適正化に関する条例（抜粋）
（登録の拒否）
第６条　知事は、申請者が次の各号のいずれかに該当する者であるとき又は申請書若しくはその添付書類の重要な事項について虚偽の記載があり、若しくは重要な事実の記載が欠けているときは、その登録を拒否しなければならない。
 (1)  第18条第１項の規定により登録を取り消され、その処分のあった日から２年を経過しない者
(2)  住宅改修業を営む法人が第18条第１項の規定により登録を取り消された場合において、その処分のあった日前30日以内にその役員であった者でその処分のあった日から２年を経過しない者
(3)  建設業法の規定による許可を取り消され、その取消しの日から２年を経過しない者又は同法の規定による営業の停止若しくは禁止の処分を受け、その処分の期間が経過しない者
(4)  建設業法その他の法令若しくは条例又はこれらに基づく処分に違反して罰金以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者
(5)  住宅改修業に関して成年者と同一の行為能力を有しない未成年者でその法定代理人が前各号又は次号のいずれかに該当するもの
(6)  法人でその役員のうちに前各号のいずれかに該当する者があるもの
(7)  営業所ごとに第11条第１項に規定する契約主任者及び第12条第１項に規定する技術主任者を選任していない者
(8)  前各号に掲げるもののほか、規則で定める者
（登録住宅改修業者の遵守事項）
第13条　登録住宅改修業者及びその従業者は、知事が定める倫理規程を遵守しなければならない。
２　登録住宅改修業者及びその従業者は、住宅改修工事に係る契約を締結するときは、知事が定める契約に関する指針に従い契約書を作成しなければならない。
３　登録住宅改修業者は、定期的に住宅改修業の業務の適正化に資するものとして知事が指定する研修を受け、又はその従業者に当該研修を受けさせるよう努めなければならない。


（誓約書　裏面）

	知事が定める倫理規程
(1) 建設業法、住宅改修に関する法令及び条例を遵守し、住宅改修業を誠実に行う。

(2) 県民が安心して適切な選択と判断ができるよう、常に正確で分かりやすい情報を提供する。
(3) 見積や契約等について誤解を生じないよう、正確で分かりやすい書面を作成するとともに、十分に説明するなど、適正に業務を遂行する。

(4) 依頼主との意志疎通を十分に図り、苦情等に対して誠実に対応する。

(5) 依頼主の期待に応え、住宅の品質や資産価値の向上に努める。

(6) 住まいの質の向上を目指し、専門知識の修得と技術・技能の研鑽に努める。

(7) 依頼主の理解と協力を得て、健康で安全な生活環境の実現と資源の有効利用等による地球環境保全への寄与に努める。

(8) 強引な販売手法や県民に事実誤認を与えるような営業活動･表示等を行ってはならない。
(9) 業務を通じて知り得た県民の住所等の情報を第三者に漏らしてはならない。
(10)代表者及び従業員は、暴力団排除条例（平成22年兵庫県条例第35号）第２条第１号に規定する暴力団及び第３号に規定する暴力団員でなく、かつ暴力団排除条例施行規則(平成23年兵庫県公安委員会規則第２号)第２条各号に規定する暴力団及び暴力団員と密接な関係を持たない。




